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令和３年度～７年度いじめの認知件数の推移

「武蔵野市児童生徒の問題行動・不登校等調査」より作成
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令和７年度 学年別いじめの認知件数

計6年生5年生4年生3年生2年生1年生

132574158232190289382小学校

14365中学校

「武蔵野市問題行動・不登校等調査」より作成



「いじめは、どんな理由があってもいけないこと
だと思いますか」 全国学力学習状況調査の児童・生徒質問紙より



武蔵野市いじめ防止基本方針
方針１ すべての児童・生徒が安心できる学校風土を実現します
多様性を認め合い、他者を尊重することで、どの子にとっても安全で安心した学

校・学級づくりを目指します。

方針２ いじめを防ぐために、児童・生徒が自ら行動する力を育みます
いじめは自分たちの問題であること、絶対に許されない行為であること、「しな

い・させない・見過ごさない」ことなど、児童・生徒がいじめ問題を理解し行動でき
るように働きかけます。

方針３ 迅速・確実な組織的対応を徹底します
いじめの兆候を察知できるよう、あらゆる手だてを用いて早期発見に努め、学校、

関係者、保護者が連携し、その子が安心できるまで対応します。

方針４ いじめの重大化を防ぐ専門的・継続的な連携体制をつくります
教員だけでなく、スクールカウンセラー、警察、地域の方々など子どもに関わるす

べての機関と連携して、重大化を防ぎ、解決を目指します。



【武蔵野市いじめ防止基本方針に基づく具体的方策】

いじめ防止等に関して前提となる確認事項

１「いじめは、全ての児童・生徒に関係する問題である」

２「いじめは、心身に深刻な影響を及ぼす行為であり、
全教育活動を通じて未然防止に取り組む」

３「すべての関係者が連携し、問題の克服を目指す」



いじめの未然防止や
早期発見・対応に向けた指導課の取組
① 市いじめ防止基本方針ポスター
② ふれあい月間の取組

⑤ 学校と警察等の連携

③ いじめ防止重点月間の取組
④ いじめ防止に関する授業の実施



① 市いじめ防止基本方針ポスター

年度当初等にいじめの防止に向けて何がで
きるか話し合い、学級や学年等で考えた行
動目標を記入

教室や廊下に掲示し、常に意識できるよう
にするとともに、定期的に振り返りを行う。

いじめの問題を他人事とせず、常に子ども
たちが意識していくことができるよう「武
蔵野市いじめ防止基本方針」を併記したポ
スター



② ふれあい月間の取組
ふれあい月間アンケートの実施
６月、11月、２月の年３回、いじめの実態把握の
ために市内共通アンケートを実施（５年間保存）

いじめが心配される児童・生徒に対して担任等
が面談を行い、詳細を聞き取り、校⾧はいじめ
の認知を行い、解決に向け対応。

令和6年度より、中学生には不登校対策に関する
項目を新設。



② ふれあい月間の取組
ふれあい月間アンケートの実施



② ふれあい月間の取組
ふれあい月間アンケートの実施



② ふれあい月間の取組
ふれあい月間学校シートの活用



③ いじめ防止重点月間の取組

保護者リーフレットの配布



④ いじめ防止に関する授業の実施

「中学道徳②」 光村図書より



⑤ 学校と警察等の連携
いじめ対応で改めて留意する事項１０

いじめ問題への的確な対応に向けた警察との
連携等の徹底について

• 警察との連携：日常的な情報共有や相談を行うことができる
連携体制の構築等
いじめ問題の発生時に、直ちに警察に相談・通報を
行い、適切に援助を求めている。

• 警察に相談又は通報すべきいじめの事例


